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平
成
二
四
年
（
二

ol
二
）
五
月
三
日
の
『
山
口
新
聞
』
（
一
七
面
）

に
お
い
て
、
「
川
棚
芝
居
若
嶋
座
」
で
活
躍
し
た
中
村
喜
履
が
、
初

代
中
村
雁
治
郎
よ
り
授
か
っ
た
免
状
の
話
題
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
「
初
代
中
村
雁
治
郎
の
『
免
状
」
山
口
で
発
見
」
）
。
こ
の
記
事
に
も
あ
る

よ
う
に
、
山
口
県
下
関
市
（
旧
豊
浦
町
）
の
川
棚
芝
居
「
若
嶋
座
」
は
、

は
じ
め
に ＊

引
用
文
に
お
け
る
傍
線
部
お
よ
び
《

澤
井
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

＊
引
用
文
中
の
口
は
、
判
読
難
の
文
字
を
示
す
。

＊
引
用
し
た
文
献
に
お
い
て
は
、
「
若
嶋
」
「
若
島
」
両

方
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
筆
者

の
考
察
を
述
べ
る
箇
所
で
は
「
若
嶋
」
を
採
用
す
る
が
、

原
文
の
表
記
の
ま
ま
と
す
る
際
に
「
マ
マ
」
と
の
注

記
は
特
に
付
さ
な
い
。

》
内
の
補
記
は
、

_
『
布
畦
報
知
」
を
手
掛
か
り
に
1

昭
和
初
期
の
川
棚
芝
居

「
若
嶋
座
」

市
川
鬼
団
次
（
太
夫
元
）

阪
東
和
昇
（
座
頭
）

山
口
県
大
島
郡
安
下
木
下
廣
吉

山

口

県

岩

見

島

土

屋

熊

治

郎

そ
の
範
を
上
方
歌
舞
伎
に
仰
ぎ
、
多
く
の
役
者
が
実
際
に
上
方
に

修
業
に
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
の
状
況

を
中
心
に
拙
稿
「
川
棚
芝
居
『
若
嶋
座
」
と
上
方
」
（
「
演
劇
学
論
叢
」

第
八
号
、
＾
―
|
九
八
頁
、
二
0
0
六
年
）
で
報
告
し
た
。
「
若
嶋
座
一
巻
」

の
紹
介
な
ど
も
あ
っ
て
、
地
方
の
歌
舞
伎
一
座
の
中
で
も
注
目
度

が
高
い
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
若
嶋
座
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
大
陸
や
ハ

(
1
)
 

ワ
イ
に
遠
征
し
て
い
た
こ
と
が
郷
土
史
に
記
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、

(2) 

山
口
県
は
「
全
国
屈
指
の
ハ
ワ
イ
移
民
の
先
進
地
」
で
あ
り
、
第

一
回
官
移
民
に
締
め
る
割
合
は
三
割
に
上
っ
た
と
い
う
。
演
劇
方

面
で
も
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
ら
し
く
、
明
治
末
期
の
ハ
ワ

イ
に
お
け
る
劇
団
「
旭
座
」
の
主
要
俳
優
の
中
に
も
山
口
県
出
身

者
が
複
数
い
る
。

澤
井
万
七
美
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市
川
海
老
十
郎

阪
東
荘
花

嵐
橘
葉
之
助

市
川
市
五
郎

市
川
家
団
次

女
形
女
形
嵐
國
之
丞

マ
マ小
役
（
『
改
訂
増
補

所
収
）

広
島
県

熊
本
県
益
城
郡

山
口
県
三
田
尻

熊
本
県
益
城
郡

広
島
市
天
満
町

広
島
市
天
満
町

熊
本
県

山
口
県
田
布
施
村

文
猷
社
「
第
六
十
九
節

復
刻
『
初
期
在
北
米
日
本
人
の
記
録
《
布
畦
絹
》
第
一
冊
』
平
成

一
五
年
（
二
0
0
三
）
、
文
生
書
院

水
戸
清
巾

稲
津
庄
太
郎

石
丸
信
太
郎

市
川
市
五
郎

岡
本
梅
太
郎

中
村
高
柳

市
川
小
忠

藤
本
弥
吉

市
川
小
ま
ん

新
布
畦
j

藤
井
秀
五
郎
著
、
明
治
三
五
年
(
-
九
0
二）、

演
劇
」
よ
り

二
七
四
ー
ニ
七
五
頁
／

若
嶋
座
遠
征
の
時
期
に
は
「
岩
国
踊
り
」
が
現
地
で
度
々
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
や
関
西
の
一
座
で
は

な
い
若
嶋
座
が
招
聘
さ
れ
た
の
は
、
本
論
で
示
す
広
告
な
ど
か
ら

見
て
も
、
地
縁
の
か
ら
み
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

(
3
)
 

若
嶋
座
と
同
時
期
に
ハ
ワ
イ
興
行
で
話
題
と
な
っ
た
新
派
の
「
近

江
二
郎
一
座
」
（
横
浜
の
喜
楽
座
を
中
心
に
活
躍
）
を
紹
介
し
た
記
事
の

見
出
し
は
、
山
口
を
し
の
ぐ
移
住
者
を
輩
出
し
た
「
広
島
」
を
強

調
し
た
、
「
広
島
県
備
後
の
出
身
／
人
気
者
の
近
江
二
郎
／
渋
い
芸

風
で
芝
居
も
う
ま
い
好
か
れ
る
男
」
（
「
布
睦
報
知
」
昭
和
六
年
二
月
二
四

日
―
一
面
）
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
在
ハ
ワ
イ
邦
人
の
た
め
に
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞

『
布
畦
報
知
』
の
記
事
を
手
掛
か
り
に
、
昭
和
初
期
の
若
嶋
座
の
足

跡
を
辿
っ
て
み
た
い
。

昭
和
初
期
の
若
嶋
座
の
状
況
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
地

元
の
郷
土
研
究
家
・
佐
藤
治
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
川
棚
芝
居
覚
帳
』

（
昭
和
一

0
年
(
-
九
＿
―
-
五
）
、
私
家
版
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
、
明
治
《
昭
和
の
誤
り
？
》
に
お
け
る
川
棚
芝
居
の
傾
向
を
一

口
に
云
へ
ば
大
正
時
代
の
傾
向
を
よ
り
以
上
露
骨
に
し
て
ゐ

る
と
云
へ
る
だ
ら
う
。
即
ち
役
者
の
質
は
大
正
時
代
よ
り
低
下

し
た
が
上
演
脚
本
は
遂
に
新
作
物
に
迫
拡
大
さ
れ
て
来
た
。
勿

論
大
正
末
期
に
も
相
当
新
作
物
が
上
演
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ

が
昭
和
期
に
な
る
と
一
の
分
野
を
形
成
し
て
、
例
へ
ば
岡
本
綺

堂
の
番
町
皿
屋
敷
、
菊
池
寛
の
藤
十
郎
の
恋
、
同
じ
く
父
帰
る
、

額
田
六
福
の
真
如
等
は
多
く
の
新
作
物
移
植
の
中
で
も
特
に

自
信
あ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
新
作
物
へ
の
研
投
と
発
表
に
よ

つ
て
時
代
に
遅
れ
ま
い
と
努
力
す
る
川
棚
役
者
の
良
心
的
な

ハ
ワ
イ
巡
業
前
の
若
嶋
座
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態
度
は
誠
に
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
そ
う
云
つ

た
新
作
物
を
そ
の
侭
無
智
な
地
方
観
客
層
が
受
入
れ
て
く
れ

る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
又
そ
れ
以
上
に
疑
問
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
役
者
自
身
の
力
量
の
低
下
が
果
し
て
新

作
物
を
ど
の
程
度
迫
正
し
く
生
か
し
て
く
れ
た
か
と
云
ふ
事

で
あ
ら
う
。

旧
作
ば
か
り
で
な
く
、
岡
本
綺
堂
・
菊
地
寛
・
額
田
六
福
等
の

新
作
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
た
こ
と
は
、
旧
豊
浦
町
に
遺
さ

れ
た
資
料
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
市
川
中
王
」
の
署

名
の
あ
る
ノ
ー
ト
（
台
帳
書
抜
き
な
ど
混
在
）
の
中
に
『
修
善
寺
物
語
』

が
見
ら
れ
、
ま
た
市
販
の
書
籍
で
も
、
大
正
か
ら
昭
和
期
の
新
作

戯
曲
類
が
い
く
つ
か
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

『
龍
女
集
」
（
岡
本
綺
堂
、
大
正
一

0
年
(
-
九
一
九
）
、
春
陽
堂
）

『
真
如
外
五
篇
j

(
額
田
六
福
、
大
正
一
―
年
(
-
九
二
0
)
、
文
泉
堂
）

「
菊
地
寛
戯
曲
全
集
」
第
二
巻
（
菊
地
寛
、
大
正
―
二
年
(
-
九
ニ
―
)
、

春
陽
堂
）

『
現
代
戯
曲
名
作
集
』
（
中
村
吉
蔵
代
表
、
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
、

改
造
社
）

川
棚
役
者
最
後
の
世
代
の
一
人
で
あ
る
「
市
川
中
王
」
の
印
が

あ
る
も
の
と
し
て
は
、
「
赤
垣
源
蔵
』
『
実
録
先
代
萩
」
『
加
賀
鳶
」
「
孝

子
善
吉
』
『
忍
ぶ
の
惣
太
・
縮
屋
新
助
J

(
い
ず
れ
も
黙
阿
弥
作
、
昭
和

三
年
(
-
九
二
八
）
刊
、
岩
波
文
庫
）
等
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
『
歌
舞
伎
新
報
」
、
『
新

演
芸
」
、
「
演
芸
画
報
』
、
「
演
劇
界
』
と
い
っ
た
演
劇
雑
誌
類
も
遺

さ
れ
て
い
る
。

再
び
『
川
棚
芝
居
覚
帳
』
に
戻
る
。
先
ほ
ど
の
引
用
の
続
き
に
、
「
ハ

ワ
イ
遠
征
」
の
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
、
地
方
巡
業
は
引
続
き
広
範
囲
に
亘
つ
て
行
は
れ
た
し
、
又

現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
。

朝
鮮
に
は
勿
論
大
正
時
代
か
ら
再
三
出
か
け
た
が
満
州
方
面

に
迫
進
出
し
、
特
に
筆
を
更
め
て
大
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
は
昭
和
五
年
約
一
ケ
年
の
予
定
で
ハ
ワ
イ
遠
征
を
敢
行
し

た
こ
と
で
あ
る
。
実
は
そ
れ
迫
に
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
俳
優

相
互
の
意
志
の
疎
通
を
欠
き
、
一
時
若
島
座
二
分
騒
ぎ
と
い
ふ

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
就
て
は
又

の
機
会
に
述
べ
る
が
、
そ
の
紛
争
が
円
満
解
決
し
て
一
同
が
遠

＜
故
国
を
離
れ
て
ハ
ワ
イ
迫
興
行
に
出
向
い
た
こ
と
は
悔
か

に
そ
の
興
行
の
成
績
如
何
を
問
は
ず
、
威
張
つ
て
も
良
い
だ
ら

う

。

（

前

掲

『

川

棚

芝

居

覚

帳

」

）

右
の
記
事
か
ら
も
ほ
の
見
え
る
よ
う
に
、
昭
和
初
期
の
若
嶋
座

は
、
明
治
期
に
比
べ
る
と
い
さ
さ
か
低
迷
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
と

，
 



に
目
を
引
く
の
は
、
「
一
時
二
分
騒
ぎ
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
次
章
で
触
れ
る
。

さ
て
、
地
元
山
口
県
の
新
聞
は
、
こ
の
ハ
ワ
イ
巡
業
を
ど
の
よ

う
に
報
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
川
棚
若
島
座
一
行
」

徳
川
幕
府
の
初
期
に
組
織
さ
れ
毛
利
公
の
御
前
芝
居
と
し
て

長
い
間
伝
説
を
そ
の
ま
A

に
受
け
継
い
で
居
る
山
口
県
豊
浦

郡
川
棚
村
に
根
拠
を
置
く
農
民
劇
の
一
団
い
は
ゆ
る
川
棚
芝

居
若
島
座
と
称
し
て
時
折
り
九
州
、
中
国
を
巡
業
す
る
歌
舞
伎

の
一
団
が
某
人
の
斡
旋
で
近
く
南
米
巡
業
を
決
行
す
る
事
に

な
り
そ
れ
に
先
立
ち
下
関
某
座
に
て
開
演
の
由

（
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
六
月
二
0
日
『
関
門
日
日
新
聞
』
夕
刊
三
面
「
演

芸界」）

最
初
は
、
こ
ち
ら
も
日
本
人
移
民
が
多
い
「
南
米
」
で
の
巡
業

が
予
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
ハ
ワ
イ
」
巡
業
と
明
ら
か
に
な
る

の
は
、
同
年
八
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

「
川
棚
歌
舞
伎
／
海
外
公
演
」

豊
浦
郡
川
棚
□
山
田
歌
舞
伎
座
一
行
は
米
領
ハ
ワ
イ
瀬
州
~

行
を
な
す
事
と
し
目
下
旅
行
手
続
中
で
あ
る
が
一
行
は
八
月

二
十
九
日
同
地
出
発
明
年
二
月
末
日
帰
郷
の
予
定

（
昭
和
五
年
(
-
九
―
―
10)
八
月
二
0
日
『
関
門
日
日
新
聞
」
夕
刊
三
面
「
演

芸界」）

ほ
ぽ
同
時
期
に
、

て
い
る
。

来
月
六
日
入
港
の

ハ
ワ
イ
で
も
こ
の
若
嶋
座
巡
業
が
報
じ
ら
れ

「
近
々
に
来
布
す
る
歌
舞
伎
若
島
座
一
行

龍
田
丸
に
て
一
行
十
五
名
が
到
着
す
る
」

歌
舞
伎
芝
居
の
若
島
座
一
行
が
今
月
二
十
九
日
横
浜
出
帆
の

龍
田
丸
に
乗
船
渡
布
と
確
定
の
電
報
が
去
る
十
二
日
朝
当
市

の
春
乃
家
一
郎
（
金
森
氏
）
の
許
に
達
し
た
。
一
行
は
十
五
名

で
山
口
県
川
棚
出
身
が
多
く
そ
の
内
の
幹
部
は
大
阪
で
修
業

し
た
者
が
多
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
ホ
ノ
ル
ル
着
は
来
月
六
日

で
あ
る
か
ら
九
月
中
旬
に
は
久
し
ぶ
り
で
純
歌
舞
伎
芝
居
が

見
ら
れ
る
筈
で
あ
る

（
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
八
月
一
七
日
「
布
睦
報
知
』
五
面
）

右
の
記
事
に
あ
る
「
一
行
十
五
名
」
の
内
訳
に
つ
い
て
見
て
み

よ
う
。
昭
和
五
年
一

0
月
一

0
日
初
日
の
紹
介
記
事
（
『
布
畦
報
知
』

同
年
一

0
月
九
日
二
面
）
か
ら
は
、
次
の
役
者
名
が
明
ら
か
で
あ
る
。

10 



①
中
村
玉
六

②
中
村
柵
《
珊
》
幸

③
中
村
柵
《
珊
》
京

④
中
村
桂
之
助

⑤
中
村
時
待
呂

⑥
中
村
み
の
る

⑦
市
川
中
千
代

⑧
市
川
市
雀

⑨
市
川
太
老

⑩
澤
村
小
徳
（
子
役
）

⑪
片
岡
緑
太
郎

あ
と
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
鳴
物
・
義
太
夫
な
ど
音
曲
関
係
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
床
の
高
見
太
夫
」
が
座
付
で
い
た
ら
し
い

と
い
う
こ
と
は
、
「
布
畦
報
知
』
（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
三
月
二
五
日

九
面
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
義
太
夫
勢
見
太
夫
」
「
は

や
し
杵
屋
民
丸
」
も
、
後
述
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
際
に
見
え
名

で
あ
る
（
『
布
畦
報
知
」
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
七
月
二
五
日
九
面
）
。

「
川
棚
芝
居
覚
帳
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
初
期
に
は
座
付
の
義
太
夫
・

三
味
線
に
「
竹
本
品
門
太
夫
」
「
豊
沢
団
丸
」
、
下
座
に
「
杵
屋
治
郎
」

「
杵
屋
梅
子
」
「
杵
屋
喜
和
子
」
と
い
っ
た
面
々
が
揃
っ
て
い
た
と

(4) 
、つ
L
V
 

こ
こ
で
若
嶋
座
ハ
ワ
イ
巡
業
に
お
け
る
初
め
て
の
広
告
（
図
1
)

を
見
て
お
き
た
い
。
「
布
畦
報
知
」
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
1
 

0
月

九
日
二
面
に
掲
載
さ
れ
、
「
大
阪
相
生
座
市
川
市
雀
」
と
「
山
口

縣
川
棚
一
座
中
村
玉
六
」
が
双
璧
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
広
告
が
紙
面
の
四
分
の
一
を
も
占
め
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
か

(5) 

ら
、
請
元
の
若
嶋
座
へ
の
テ
コ
入
れ
の
強
さ
も
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

「
阿
波
の
鳴
門
八
陣
記
新
渡
来
歌
舞
伎
今
晩
初
日
開
演
」

若
島
座
一
行
の
新
渡
来
歌
舞
伎
芝
居
は
愈
今
晩
正
六
時
半
か

ら
オ
ア
フ
劇
場
に
於
て
華
々
し
く
初
日
を
開
演
す
る
。
圏
劉
利

村
玉
六
は
山
口
県
川
棚
座
で
あ
る
立
女
形
市
川
市
雀
は
大
坂

相
生
座
で
あ
る
か
ら
手
揃
ひ
選
抜
の
若
島
座
と
云
つ
て
よ
か

ろ
ふ
。
今
晩
は
式
三
番
か
ら
引
抜
き
で
新
調
の
衣
裳
見
せ
が
あ

る
確
に
美
麗
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
本
狂
言
八
陣
記
は
毒
餞
頭

の
場
、
船
場
、
清
正
本
城
の
三
場
で
布
畦
で
は
近
年
珍
し
い
出

U
物
で
あ
る
。
大
切
り
に
阿
波
の
鳴
門
で
観
客
の
涙
を
絞
る
で

あ
ろ
ふ
、
リ
ザ
ー
ブ
入
場
券
は
毎
日
午
前
中
は
電
話
五
四
一
九

で
売
り
出
し
午
後
は
オ
ア
フ
劇
場
で
売
る
事
に
な
っ
て
居
る
。

主
催
者
は
栗
崎
市
樹
氏
で
辻
田
賢
三
氏
が
後
見
し
金
森
一
郎

市
川
市
雀
と
の
同
座
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氏
が
実
務
の
世
話
に
当
つ
て
ゐ
る

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
-
0
月一

0
日
『
布
畦
報
知
」
四
面
）

「
市
川
市
雀
」
に
つ
い
て
は
、
大
阪
の
相
生
座
と
い
う
劇
場
と
も

ど
も
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
の
記
録
に
は
見
え
ず
、
詳
細
は
わ
か
っ

て
い
な
い
が
、
こ
の
巡
業
に
お
い
て
「
立
女
形
」
と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
る
。
当
時
、
若
嶋
座
に
は
、
松
本
い
て
う
（
二
世
）
と
い
う

役
者
が
立
女
形
を
務
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
幹
部
ク
ラ
ス
中

村
喜
雁
と
と
も
に
巡
業
に
は
不
参
加
で
あ
っ
た
。
『
川
棚
芝
居
覚
帳
』

で
は
「
円
満
解
決
」
と
さ
れ
て
い
た
内
部
の
問
題
が
影
響
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
若
嶋
座
の
ハ
ワ
イ
巡
業
期

間
中
、
中
村
喜
贋
一
行
が
山
口
座
（
山
口
市
）
や
大
山
劇
場
（
下
関
市
）

(
6
)
 

に
出
演
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

座
組
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
役
者
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
伝
統
を
守
っ
て
い
る
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
「
男
優
揃
ひ
」
に
関

す
る
記
事
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

浅
間
丸
で
来
布
し
た
歌
舞
伎
若
島
一
座
は
近
々
当
市
で
開
演

す
る
が
下
手
な
女
優
な
ど
を
加
へ
ず
芸
達
者
な
男
優
揃
ひ
が

気
に
入
っ
た
（
早
く
見
た
い
生
）

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
1
0
月
五
日
『
布
畦
報
知
l

八
面
「
カ
バ
チ
」
）

「
初
お
目
見
得
す
る
歌
舞
伎
若
島
座
一
行

て
明
晩
正
六
時
半
か
ら
」

衣
裳
か
つ
ら
総
て
新
調
し
て
来
布
し
た
新
渡
来
大
歌
舞
伎
若

島
玉
六
一
座
は
愈
明
十
日
（
金
曜
）
か
ら
オ
ア
フ
劇
場
に
於
て

初
お
目
見
得
興
行
を
開
演
す
る
。
毎
夜
正
六
時
半
に
開
幕
し
舞

台
装
置
も
大
急
行
で
作
り
幕
合
を
短
く
し
て
早
く
は
ね
翌
日

に
さ
は
ら
ぬ
様
大
い
に
努
力
す
る
さ
う
で
あ
る

入
場
料
は
特
等
一
弗
五
十
仙
、
二
等
一
弗
二
十
五
仙
、
三
等
一

弗
の
三
種
で
子
供
は
五
十
仙
で
あ
る
。
一
座
は
男
優
揃
ひ
で
あ

り
手
揃
ひ
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
好
劇
家
か
ら
初
日
を
待
た
れ

て
居
る

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)

I
O
月
九
日
『
布
睦
報
知
j

二
面
）

ハ
ワ
イ
巡
業
の
た
め
に
衣
裳
．
茎
す
べ
て
を
新
調
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
相
当
な
資
金
力
の
あ
る
も
の
が
後
ろ
盾
に
つ
い
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
公
演
に
先
立
ち
、
現
地
呉
服
店
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
れ
た
。

「
若
嶋
一
座
の
衣
裳
は
畑
呉
服
店
に
て
陳
列
」

来
月
二
日
着
の
浅
間
丸
に
て
来
布
す
る
大
歌
舞
伎
若
島
玉

六
一
座
の
新
調
衣
裳
及
び
髪
は
既
に
到
着
し
キ
ン
グ
街
の
畑

呉
服
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
に
陳
列
し
て
あ
る オ

ア
フ
劇
場
に
於
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現
地
で
の
評
価

「
不
景
気
は
何
所
に
若
島
座
の
大
当
り

出
し
物
揃
ひ
今
晩
は
玉
藻
前
」

昨
晩
オ
ア
フ
劇
場
で
華
々
し
く
初
日
を
打
ち
出
し
た
新
渡
来

歌
舞
伎
若
島
一
座
は
男
優
の
手
揃
ひ
と
特
別
新
調
の
衣
裳
、
其

れ
か
ら
布
畦
で
滅
多
に
観
ら
れ
ぬ
出
し
物
揃
ひ
と
云
ふ
の
で

人
気
を
煽
り
、
不
景
気
な
ど
他
所
の
け
大
変
な
大
入
り
で
あ
っ

た
。
昨
夜
は
阿
波
の
鳴
門
で
泣
か
せ
八
陣
記
の
毒
餞
頭
の
場
、

船
場
、
清
正
本
城
の
場
で
実
の
入
っ
た
成
る
程
と
思
は
せ
る
芸

を
見
せ
た
が
今
晩
は
玉
藻
前
と
云
ふ
大
物
で
充
二
分
に
力
を

見
せ
る
筈
で
あ
る

若
島
座
十
八
番

布
畦
に
見
ら
れ
ぬ

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
九
月
二
七
日
「
布
畦
報
知
j

三
面
）

こ
う
し
た
前
宣
伝
に
よ
っ
て
期
待
の
高
ま
る
中
、
い
よ
い
よ
開

幕
し
た
若
嶋
座
は
、
ハ
ワ
イ
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の

か。
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
1
 

0
月
一

0
日
の
初
日
の
様
子
は
、
次

の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

玉
藻
前
大
序
魚
釣
よ
り
奈
須
野
ケ
原
七
化
迄
宙
つ
り
早
替
り

《
以
下
役
割
》（昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
1
0
月
―
一
日
「
布
畦
報
知
」
三
面
）

ま
ず
、
演
目
が
「
布
睦
で
滅
多
に
観
ら
れ
ぬ
」
も
の
ば
か
り
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』

『
八
陣
守
護
城
』
な
ど
の
手
堅
い
義
太
夫
狂
言
が
、
当
時
の
ハ
ワ
イ

で
は
な
か
な
か
観
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

場
面
別
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
翌
―
二
日
の
記
事
で
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
地
元
の
山
口
県
下
の
新
聞
等
で
は
こ
こ
ま
で
詳
し

く
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
若
嶋
座

の
芸
の
あ
り
か
た
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
だ
と
言
え
よ
う
。
い

さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
左
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

「
若
島
一
座
の
初
日
雑
感
痛
む
胃
を
押
へ
な
が
ら
の
記
」

《
略
》
式
―
―
一
番
引
抜
き
で
新
調
衣
裳
の
陳
列
は
実
に
綺
羅
び
や

、
、
、
、

か
で
あ
っ
た
が
、
あ
れ
を
着
け
て
だ
ん
ま
り
を
や
っ
た
ら
一
層

引
き
立
っ
た
ろ
ふ

▲
阿
波
の
鳴
門
ど
ん
ど
ろ
大
師
の
場
は
市
川
市
雀
の
お
弓
と

澤
村
小
徳
の
お
鶴
で
泣
か
さ
れ
た
が
前
狂
言
と
す
る
よ
り
切

り
の
方
が
よ
か
っ
た
ろ
ふ
と
思
っ
た
。
尼
さ
ん
二
人
の
お
つ
き

合
ひ
少
々
念
が
入
り
過
ぎ
た
や
う
だ
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▲
八
陣
記
守
護
城
、
総
じ
て
衣
裳
の
い
る
出
し
物
だ
が
、
あ
れ

だ
け
立
派
な
衣
裳
を
揃
へ
て
見
せ
た
芝
居
は
今
ま
で
に
先
づ

無
い
、
錦
絵
と
い
ふ
所
だ
。
市
川
太
老
の
家
康
中
村
柵
京
の
三

左
衛
門
、
中
村
玉
六
の
清
正
い
づ
れ
も
揃
つ
て
ソ
ツ
の
な
い
場

面▲
最
も
清
正
ら
し
い
貫
禄
の
見
へ
た
の
は
船
場
だ
っ
た
、
家
康

か
ら
贈
つ
て
来
た
鎧
び
つ
か
ら
目
を
離
さ
ず
雛
絹
か
ら
太
刀

を
受
け
と
る
あ
た
り
申
分
な
し
だ
。
熊
本
本
城
の
口
は
、
せ
り

上
げ
の
高
殿
ま
で
栴
へ
た
舞
台
の
苦
心
も
買
は
ね
ば
な
る
ま

L
V
 
▲
自
害
し
た
雛
絹
を
中
に
二
人
の
母
の
嘆
き
は
ど
う
も
困
つ

た
、
声
が
響
い
て
騒
々
し
い
感
を
与
へ
た
中
村
桂
之
助
の
雛

絹
と
て
も
ト
テ
シ
ャ
ン
だ
。
あ
れ
で
男
か
い
死
な
す
な
（
な

ん
て
云
つ
て
た
人
も
あ
っ
た

▲
一
枚
看
板
の
あ
の
役
者
を
引
き
抜
い
た
ら
芝
居
に
な
ら
ぬ

と
い
ふ
一
座
で
は
な
い
。
回
抜
け
て
斯
ふ
と
評
さ
れ
ぬ
粒
揃
ひ

の
一
座
と
云
つ
て
よ
か
ろ
ふ
、
茎
、
衣
裳
も
新
調
で
俳
優
手
揃

ひ
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
若
島
座
の
強
味
だ

（
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)

I
O
月
ー
ニ
日
『
布
畦
報
知
』
五
面
）

際
立
っ
た
大
ス
タ
ー
を
擁
す
る
一
座
で
は
な
い
も
の
の
、
「
粒
揃

ひ
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
若
嶋
座
と
し
て
は
こ
の
評
が
不
本

意
だ
っ
た
の
か
、
病
気
の
た
め
に
遅
れ
て
ハ
ワ
イ
入
り
し
た
若
手

(7) 

二
枚
目
の
嵐
時
三
郎
の
名
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一

0
月
二
六
日
の
広

告
（
図
2
)
で
は
、
舞
台
姿
の
写
真
が
二
葉
、
紙
面
を
飾
っ
て
い
る
。

二
日
目
は
若
嶋
座
の
得
意
演
目
で
あ
る
『
玉
藻
前
』
が
披
露
さ
れ
、

こ
れ
も
ま
た
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
喝
釆
を
浴
び
た
。

「
菅
原
伝
授
と
白
石
噺
今
晩
の
歌
舞
伎
芝
居
」

オ
ア
フ
劇
場
の
歌
舞
伎
若
島
座
は
二
日
目
（
土
曜
）
玉
藻
前
を

出
し
た
が
布
畦
に
は
珍
し
く
太
公
望
の
魚
釣
り
か
ら
見
せ
、
悪

と
き
じ

狐
が
唐
よ
り
日
本
へ
渡
る
所
は
宙
づ
り
で
大
喝
釆
、
中
村
時
侍

呂
の
狐
が
早
替
は
り
や
ら
宙
乗
り
で
活
躍
し
た
、
何
し
ろ
衣
裳

が
金
ピ
カ
の
新
調
と
来
て
居
る
の
で
舞
台
面
の
美
し
い
こ
と

見
せ
場
で
あ
る
三
段
目
道
春
館
で
は
市
雀
の
萩
の
方
、
綺
麗
だ

と
定
評
の
桂
之
助
の
桂
姫
、
柵
幸
の
初
花
、
座
長
玉
六
の
金
藤

ち
よ
ぼ

治
で
床
も
よ
く
大
時
代
の
歌
舞
伎
気
分
を
漂
は
せ
た
。
三
日
目

ママ

で
あ
る
今
晩
は
寺
小
屋
の
段
と
白
石
噺
の
揚
げ
屋
が
見
も
の

で
あ
る
。

「
大
時
代
の
歌
舞
伎
気
分
」
へ
の
称
賛
は
、
先
に
も
触
れ
た
「
男

優
揃
ひ
」
、
す
な
わ
ち
女
優
を
加
入
さ
せ
な
い
古
典
的
な
座
組
へ
の

評
価
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

（
昭
和
五
年
（
一
九
三
0
)

1
0
月
一
三
日
「
布
畦
報
知
」
二
面
）
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「
三
百
五
十
余
年
続
く
若
島
座
と
其
の
由
来

六
日
日
本
館
で
開
演
す
る
」

新
渡
来
歌
舞
伎
若
島
座
は
明
二
十
七
日
か
ら
六
日
間
ア
、
ラ

街
日
本
館
に
於
て
入
場
料
一
弗
均
で
再
開
演
す
る
事
に
な
っ

た
。
若
島
座
は
山
口
県
の
川
棚
に
生
れ
た
の
で
あ
る
が
長
い
歴

史
を
有
す
る
さ
う
で
あ
る
。
《
中
略
》
巡
業
に
出
て
ゐ
て
も
年
に

二
回
は
帰
つ
て
来
て
上
覧
芝
居
を
催
し
た
さ
う
で
あ
る
。
そ
ん

マ

マ

な
関
係
で
座
元
は
帯
刀
を
許
さ
れ
且
つ
豊
富
太
閤
か
ら
賜
つ

た
と
い
ふ
由
緒
あ
る
黒
白
二
つ
の
面
を
毛
利
家
か
ら
下
さ
れ

た
黒
い
面
は
現
に
下
ノ
関
の
亀
山
八
幡
宮
に
納
め
て
あ
り

ママ

白
い
面
だ
け
代
々
一
座
に
伝
へ
て
式
三
番
双
に
は
必
ず
使
用

し
て
居
り
明
晩
は
日
本
館
の
初
日
に
も
用
ひ
る
さ
う
で
あ
る
。

明
晩
か
ら
向
ふ

の
若
嶋
座
に
途
中
か
ら
参
加
す
る
市
川
右
田
次
（
「
右
多
次
」
「
右
田
次
」

と
も
）
は
、
昭
和
二
年
(
-
九
二
七
）
に
ハ
ワ
イ
と
ア
メ
リ
カ
本
土
で

(
8
)
 

歌
舞
伎
公
演
を
打
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
女
優
を
交
え
た
一
座
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
若
嶋
座
と
近
い
時
期
に
ハ
ワ
イ
巡
業
を
行
っ
て

い
た
歌
舞
伎
一
座
も
、
中
山
延
見
子
と
い
う
女
優
を
看
板
に
し
て

お
り
、
男
優
の
み
の
一
座
は
意
外
に
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
若
嶋
座
が
長
い
伝
統
を
持
つ
一
座
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
、
か
な
り
の
長
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
部
抜
粋
し
て
紹
介

す
る
。

斯
く
て
御
前
座
は
座
元
に
ち
な
ん
で
若
島
座
と
改
称
し
今
日

に
及
ん
だ
も
の
で
三
百
五
十
余
年
の
由
緒
あ
り
と
云
は
れ
て

居
る
。
御
能
芝
居
の
始
め
は
川
棚
の
山
奥
に
平
家
の
隠
遁
者
の

村
落
が
あ
り
其
処
か
ら
出
た
も
の
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
惜

し
い
事
は
之
れ
等
の
詳
し
い
書
類
は
川
棚
の
慎
言
寺
院
に
納

め
ら
れ
て
ゐ
た
が
類
焼
の
厄
に
会
っ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
《
以

下
略
》

（
昭
和
五
年
(
-
九
一
―

10)

1
0
月
二
六
日
「
布
睦
報
知
』
五
面
）

こ
の
「
由
緒
」
を
説
い
た
記
事
へ
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、

続
く
昭
和
五
年
―
一
月
の
一
か
月
分
、
『
布
睦
報
知
』
の
所
蔵
が

国
会
図
書
館
に
は
な
い
た
め
把
握
で
き
て
い
な
い
。
同
年
―
二
月

(9) 

二
二
日
の
記
事
か
ら
、
こ
の
頃
は
マ
ウ
イ
あ
た
り
を
巡
業
し
て
い

た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
巡
業
後
の
日
本
館
で
の
歳
末
興
行
か

ら
、
入
場
料
が
「
七
十
五
仙
均
一
」
と
な
っ
て
い
る
。
入
場
料
を
下
げ
、

多
く
の
観
客
を
呼
び
込
む
戦
略
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ワ
イ
で
は
珍
し
い
、
あ
る
い
は
初
め
て
の
演
目
を
打
ち
出
し

て
い
っ
た
こ
と
も
、
耳
目
を
集
め
る
成
功
要
因
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

「
今
晩
重
の
井
子
別
れ
若
嶋
一
行
の
千
秋
楽
」

オ
ア
フ
劇
場
出
演
中
の
新
渡
来
歌
舞
伎
若
島
座
は
今
晩
が
愈
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《
広
告
》

若
島
座

血
汐
の
仇
討

今
晩
の
若
嶋
座

「
大
坂
御
堂
前

上
演
」

ママ

日
本
館
に
て
開
演
し
た
若
嶋
座
《
略
》
二
日
目
の
今
晩
は
大
阪

御
堂
前
仇
討
と
云
ふ
珍
し
い
芝
居
を
全
通
し
で
力
演
す
る

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
I
 

0
月
二
八
日
『
布
畦
報
知
」
二
面
）

「
若
島
座
芝
居
八
犬
伝
勇
士
の
大
活
劇
」

咋
夜
か
ら
日
本
館
で
開
演
し
た
歌
舞
伎
若
島
座
は
珍
し
い
里

見
八
犬
伝
を
出
し
大
人
気
で
あ
っ
た
。
今
晩
は
昨
夜
の
続
き
で

八
犬
伝
勇
士
の
大
活
劇
が
見
も
の
で
あ
る

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
一
月
八
日
『
布
畦
報
知
』
五
面
）

全
通
し
の

千
秋
楽
で
あ
る
。
当
分
の
別
れ
と
云
ふ
の
で
今
晩
は
布
畦
に
は

珍
し
い
有
職
鎌
倉
山
を
前
狂
言
に
据
へ
、
大
切
り
に
は
義
太
夫

党
を
喜
は
せ
る
恋
女
房
染
分
手
綱
重
の
井
子
別
れ
の
場
を
出

ず
、
市
雀
の
重
の
井
と
小
徳
の
三
吉
で
泣
か
せ
る
だ
ろ
ふ
開

演
は
六
時
半
で
入
場
料
は
一
弗
二
十
五
仙
均
一
で
あ
る

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
1
0
月
一
八
日
「
布
畦
報
知
」
四
面
）

本
日
初
日
狂
言

布
畦
初
め
て
の
淵
リ
訓

証
の
炉
茫
八
百
屋
お
七
全
通
し

大
序
…
…
吉
祥
院
に
於
て
お
七
吉
三
郎
恋
愛
の
場

二
幕
目
…
…
本
郷
八
百
屋
に
於
て
吉
三
郎
剣
の
詮
議
の
場

三
幕
目
…
…
お
七
半
鐘
を
打
つ
場

中
村
桂
之
助
十
八
番
お
七
人
形
仕
立

四
幕
目
：
…
•
お
七
半
鐘
打
ち
し
科
に
依
つ
て
火
あ
ぶ
り
の
場

五
幕
且
…
•
•
お
七
吉
三
郎
ゆ
め
の
場
迄

大
道
具
大
仕
掛

此
の
狂
言
は
是
非
御
一
覧
下
さ
れ
た
＜
伏
し
て
願
上
候

◆
入
場
料
五
十
仙

日
本
館

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
二
月
二
＿
―
-
日
『
布
畦
報
知
』
二
面
）

人
形
振
り
（
右
の
広
告
で
は
「
人
形
仕
立
」
）
を
得
意
と
す
る
あ
た
り

に
も
、
上
方
歌
舞
伎
の
系
譜
が
感
じ
ら
れ
る
。
右
の
例
以
外
に
も
「
大

道
具
大
仕
掛
け
」
と
い
う
宣
伝
文
旬
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
現
時
点
で
は
舞
台
面
を
記
録
し
た
写
真
は
確
認
で
き
て
い

な
い
。

大
歌
舞
伎

於
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「
四
日
目
替
り
先
代
萩
竹
の
間
よ
り
対
決
ま
で
四
幕

の
仁
木
に
右
田
次
の
勝
元
」

《
略
》
一
番
の
見
せ
場
で
あ
る
尼
ケ
崎
の
段
で
は
、
現
れ
出
た

る
明
智
光
秀
で
芦
若
の
光
秀
充
分
の
重
味
を
見
せ
て
ゐ
た
が
、

と
も
す
る
と
軽
く
運
び
過
ぎ
る
嫌
ひ
が
あ
る
の
は
、
こ
っ
て
り

し
た
芝
居
を
好
む
布
畦
の
観
客
に
は
受
け
が
ど
う
か
、
然
し
く

さ
味
の
な
い
所
は
流
石
だ
玉
六
の
さ
つ
き
矢
張
り
若
島
座

を
率
ひ
る
だ
け
あ
る
。
右
田
次
の
重
次
郎
は
楽
だ
。
桂
之
助
の

初
菊
き
れ
い
だ
。
市
雀
の
操
ど
う
し
て
も
此
の
ひ
と
の
役
ど
こ

ろ
よ
く
し
て
ゐ
た
が
首
の
重
き
の
仰
山
さ
が
目
に
つ
く
、
中
王

は
若
い
の
に
よ
く
や
る
清
正
も
一
栄
の
遠
く
及
ぶ
所
で
な
い
。

芦
若

興
味
深
い
の
は
、
若
嶋
座
の
芸
風
が
「
布
畦
向
き
」
で
あ
る
と

い
う
言
辞
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

オ
ア
フ
劇
場
の
若
島
座
一
行
の
歌
舞
伎
は
布
畦
向
き
で
あ
る

と
云
ふ
の
で
毎
晩
精
勤
し
て
居
る
好
劇
家
が
沢
山
あ
る
（
今
晩

は
猫
騒
動
生
）

（
昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
I
 

0
月
一
六
日
『
布
睦
報
知
』
四
面
「
カ
バ
チ
」
）

で
は
、
ど
の
よ
う
な
芸
風
が
ハ
ワ
イ
の
観
客
に
好
ま
れ
た
の
か
。

役
者
個
々
人
へ
の
コ
メ
ン
ト
も
含
め
た
劇
評
を
引
用
す
る
。

だ
が
悪
達
者
に
な
ら
ぬ
こ
と
だ
将
来
が
あ
る
。
大
切
「
五
條
の

橋
」
は
右
田
次
の
牛
若
、
芦
若
の
弁
慶
と
プ
ロ
に
あ
っ
た
が
入

れ
替
つ
て
右
田
次
の
弁
慶
に
桂
之
助
の
牛
若
で
演
じ
た
。
見
違

へ
る
ほ
ど
肉
付
き
の
よ
く
な
っ
た
右
田
次
に
は
弁
慶
も
向
く

桂
之
助
の
牛
若
あ
ま
り
繊
弱
に
も
見
へ
る
が
、
此
の
弁
慶
な
ら

ど
し
て
も
此
の
牛
若
だ
、
但
し
両
人
と
も
熱
演
し
て
よ
か
つ

た
。
時
々
大
切
に
は
新
作
も
悪
く
な
い
（
ユ
の
字
）

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
三
月
二
六
日
『
布
畦
報
知
j

三
面
）

「
こ
っ
て
り
し
た
」
と
い
え
ば
、
上
方
歌
舞
伎
の
形
容
詞
と
し
て

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
右
の
記
事
で
は
、
ハ
ワ
イ

の
観
客
が
あ
っ
さ
り
し
た
芸
で
は
な
く
、
「
こ
っ
て
り
し
た
芝
居
を

好
む
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
の
観
客
の
上
方
風
好
み
は
、

観
客
の
か
け
声
に
つ
い
て
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
、
東

京
と
上
方
と
の
か
け
声
は
、
ど
う
や
ら
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
い
。

「
タ
ヤ
』

こ
れ
が
成
田
屋
と
い
ふ
事
で
あ
る
、
こ
れ
は
江
戸
ら
し
い
褒
詞

で
あ
る
。

「
ナ
ア
リ
コ
マ
ヤ
ァ
ー
』

こ
れ
が
大
阪
の
褒
詞
で
あ
る
、
打
球
と
ピ
ン
ポ
ン
程
の
違
ひ
が
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浪
花
蔵
平

あ
る
。
又
そ
れ
で
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
ま
ど
ろ
こ

さ
が
見
物
の
全
体
を
通
じ
て
ゐ
る
。

『
ま
ア
つ
て
ま
し
た
」

「
イ
ヨ
ー
カ
ワ
チ
ャ
ー
の
色
男
」

な
ん
て
気
が
長
す
ぎ
る
。

（
大
正
―
一
年
(
-
九
二
二
）
『
演
芸
画
報
」
四
五
頁
「
関
西
の
見
物
」

特
集
「
東
の
見
物
西
の
見
物
」
よ
り
）

こ
の
よ
う
に
、
東
京
風
の
か
け
声
は
短
く
鋭
い
が
、
上
方
風
の

そ
れ
は
長
く
伸
ば
す
傾
向
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ハ
ワ
イ
に
お
い

て
は
ど
う
か
。
歌
舞
伎
で
は
な
い
が
、
剣
劇
の
遠
山
一
座
が
来
布

し
た
時
の
評
か
ら
推
測
し
て
み
よ
う
。

所
で
お
客
の
方
で
は
ク
サ
す
に
し
て
も
賞
め
る
に
し
て
も
、
今

少
し
上
手
に
な
り
た
い
も
の
だ
先
日
も
遠
山
満
の
剣
劇
の

見
物
か
ら
遠
山
が
見
得
を
切
っ
た
所
で
『
遠
山
ツ
」
と
声
を
か

け
た
人
が
あ
っ
た
。
勿
論
ほ
め
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
プ
ツ
キ
ラ

棒
に
遠
山
ツ
と
来
た
の
で
、
押
さ
へ
付
け
る
様
な
叱
り
付
け
る

ゃ
う
な
感
じ
が
し
た
。
同
じ
遠
山
で
も
「
ヨ
ー
遠
山
』
と
か
「
遠

山
ア
ー
ツ
』
て
な
調
子
に
願
い
た
い
も
の
だ

（
昭
和
二
年
(
-
九
二
七
）
―
一
月
一
八
日
『
布
畦
報
知
j

五
面
「
電
車
日
誌
」
）

短
く
鋭
い
か
け
声
を
「
ブ
ッ
キ
ラ
棒
」
「
押
さ
へ
付
け
る
様
な

叱
り
付
け
る
や
う
な
感
じ
」
と
否
定
的
に
と
ら
え
、
「
ヨ
ー
」
、
「
i

ア
ー
ツ
」
な
ど
と
、
最
初
や
最
後
を
伸
ば
す
方
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
上
方
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
か
け
声
は
、
場
の
雰

囲
気
に
対
し
て
一
定
の
影
響
力
を
及
ぽ
す
こ
と
か
ら
も
、
ハ
ワ
イ

の
観
客
が
上
方
好
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
昭
和
初
期
の
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
は
、
広
島
県
・
山
口
県

(10) 

等
の
西
日
本
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
看
過
し

が
た
い
。
ハ
ワ
イ
の
興
行
師
が
若
嶋
座
を
選
ん
だ
の
も
、
山
口
県

と
い
う
地
縁
に
加
え
、
上
方
ら
し
さ
が
濃
厚
な
芸
風
を
保
持
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
期
に

お
い
て
も
上
方
歌
舞
伎
と
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
市
川
市
雀

に
加
え
、
次
章
で
述
べ
る
二
人
の
役
者
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。若

嶋
座
が
ハ
ワ
イ
巡
業
を
開
始
し
て
か
ら
半
年
近
く
経
っ
た
頃
、

新
た
な
役
者
二
人
が
日
本
か
ら
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
布
畦

報
知
』
に
連
日
報
じ
ら
れ
た
。
時
に
は
紙
面
の
三
分
の
一
を
占
め

る
写
真
入
り
の
華
々
し
い
広
告
ま
で
見
ら
れ
る
（
図
3
)
。

四
市
川
右
田
次
と
実
川
芦
若
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「
日
本
舘
で
芦
若
右
田
次
の
御
目
見
得

伎
開
演
」

新
渡
来
歌
舞
伎
俳
優
実
川
芦
若
と
市
川
右
田
次
は
来
る
十
九

日
入
港
の
秩
父
丸
で
来
布
す
る
の
で
此
の
両
優
を
加
へ
た
若

島
座
は
来
る
二
十
＿
―
-
日
（
月
曜
）
か
ら
日
本
舘
で
開
演
す
る

手
揃
ひ
の
所
へ
大
物
が
二
枚
加
は
る
の
で
近
頃
の
大
歌
舞
伎

が
見
ら
れ
る
訳
だ

（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月
一
六
日
「
布
畦
報
知
」
二
面
）

こ
こ
で
「
御
目
見
得
」
と
な
っ
た
「
実
川
芦
若
」
と
「
市
川
右
田
次
」

は
、
い
ず
れ
も
川
棚
役
者
で
は
な
い
。
管
見
で
は
主
だ
っ
た
番
付

等
に
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
記
事
で
は
写

真
入
り
で
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

実
川
芦
若
に
つ
い
て
は
、
「
実
川
延
若
門
下
の
老
練
な
河
内
屋
実

川
芦
若
」
（
三
月
二
二
日
五
面
）
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
素
顔
で
の
写

真
を
見
て
も
、
老
境
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
年
代
か
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
、
映
画
『
実
録
忠
臣
蔵
」
（
大
正
一

0
年
(
-
九
ニ
―
)
、
牧
野

省
一
＿
＿
監
督
・
脚
本
）
の
「
服
部
市
郎
右
衛
門
」
役
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

市
川
右
田
次
に
つ
い
て
は
、
ハ
ワ
イ
よ
り
ア
メ
リ
カ
本
土
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
興
行
の
方
で
知
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
海
を
渡
っ
た
歌
舞
伎
・
左
団
次
と
右
田
次
」
（
歴
史
公
文
書
探
究
サ
イ

ト
『
ぶ
ん
蔵
J

h
t
t
p
:
/
 /
b
u
n
z
o
.
j
p
/
a
r
c
h
i
v
e
s
eヽ
n
t
r
y
/
0
0
1
4
9
7
.
h
t
m
l
)

で
は
、

二
十
三
日
か
ら
歌
舞

左
団
次
の
ソ
連
公
演
に
先
立
つ
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
と
し
て
、
市

川
右
田
次
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
公
演
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
日
系
移
民
へ
の
排
斥
ム
ー
ド
を
憂
慮
し
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
駐
在
領
事
の
井
田
守
三
は
、
日
本
文
化
の
紹
介
に
よ
っ

て
親
善
を
図
る
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
公
演
の
実
績
が
あ
る
市
川
右
田

次
一
座
を
ア
メ
リ
カ
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
右
田
次
は
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
九
月
一
日
に
日
本
を
出
発
し
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
日

系
人
向
け
の
興
行
を
六
週
間
の
予
定
で
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

右
田
次
を
座
頭
に
、
総
勢
一
九
名
（
『
聯
合
通
信
」
（
昭
和
二
年
四
月
一
―
-
+

日
）
で
は
一
―
名
）
と
い
う
座
組
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
井
田

領
事
が
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
で
の
公
演
に
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。

演
目
は
『
伽
羅
先
代
萩
』
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
西
海

岸
だ
け
で
な
く
、
ハ
ワ
イ
で
も
興
行
を
行
っ
て
い
る
。
遡
っ
て
み

る
と
、
昭
和
二
年
九
月
に
来
布
し
、
ホ
ノ
ル
ル
・
ヒ
ロ
・
マ
ウ
イ
・

リ
フ
エ
で
そ
れ
ぞ
れ
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
『
布
畦
報
知
』
（
昭
和
二

年
七
月
三
一
日
四
面
）
に
よ
れ
ば
、
出
身
は
香
川
県
高
松
市
、
伯
父

の
阪
東
壽
調
の
つ
て
で
「
阪
東
桃
太
郎
」
の
名
で
子
役
デ
ビ
ュ
ー

マ
マ

し
、
其
の
後
市
川
右
団
次
の
門
下
に
入
っ
て
「
市
川
右
多
次
」
と

改
名
し
た
。
大
阪
浪
花
座
等
に
出
勤
、
中
村
贋
治
郎
・
片
岡
我
童
・

市
川
荒
五
郎
・
嵐
吉
三
郎
の
一
座
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
東
京
の
中
村
仲
太
郎
と
組
ん
で
九
州
巡
業
も
行
っ

て
い
た
。
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昭
和
六
年
の
若
嶋
座
客
演
に
お
い
て
は
、
両
人
と
も
単
身
で
来

布
し
て
い
る
ら
し
く
、
い
わ
ば
「
助
っ
人
」
と
い
う
位
置
づ
け
と

見
て
よ
い
。
若
嶋
座
の
ハ
ワ
イ
巡
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
若
嶋
座
と
上
方
歌
舞
伎
と

の
つ
な
が
り
で
、
何
人
か
の
斡
旋
が
あ
っ
た
も
の
か
と
推
測
す
る

に
と
ど
め
る
。

「
右
田
次
と
実
川
芦
若
明
十
九
日
秩
父
丸
に
て
来
布
」

歌
舞
伎
若
島
座
に
走
せ
加
は
る
新
渡
来
俳
優
実
川
芦
若
と
市

川
右
田
次
は
明
十
九
日
入
港
の
秩
父
丸
で
来
布
す
る
。
而
し

て
若
島
座
は
こ
の
両
優
を
加
へ
て
来
る
二
十
三
日
（
マ
ン
デ
ー
）

か
ら
日
本
館
に
於
て
新
渡
来
御
目
見
得
興
行
を
開
演
す
る
が

何
れ
も
一
座
を
率
ひ
る
中
村
玉
六
、
市
川
右
田
次
、
実
川
芦
若

が
腕
比
べ
と
も
云
ふ
べ
き
舞
台
で
あ
る
か
ら
見
ご
た
へ
の
あ

る
大
歌
舞
伎
と
な
る
だ
ろ
ふ
と
期
待
さ
れ
る
。
尚
日
本
館
は
花

道
裏
の
楽
屋
を
拡
張
し
て
居
る
。

（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
＿
―
-
月
一
八
日
「
布
畦
報
知
」
三
面
）

昭
和
六
年
(
-
九
＝
二
）
三
月
二
三
日
『
布
哩
報
知
」
四
面
の
広

告
は
、
紙
面
の
五
分
の
一
ほ
ど
を
占
め
る
大
き
さ
で
あ
り
、
右
田
次
・

芦
若
の
舞
台
姿
の
二
葉
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
に
掲
載
さ
れ
た
劇
評
は
、
彼
ら
を
「
近
年
に
な
い
大
歌
舞
伎
」

「
三
頭
目
の
顔
ぞ
ろ
へ
近
年
に
な
い
大
歌
舞
伎
日
本
舘
の

二
日
目
は
前
狂
言
『
盛
綱
首
実
験
』
と
『
引
き
窓
」
昨
夜
は
大

入
り
札
止
め
」

新
渡
来
の
実
川
芦
若
と
市
川
右
田
次
を
加
へ
た
若
島
座
は
昨

夜
か
ら
日
本
館
に
於
て
初
日
を
あ
け
た
が
芦
若
、
右
田
次
、
玉

六
と
云
ふ
三
座
頭
の
顔
ぞ
ろ
へ
而
も
大
衆
本
位
の
入
場
料
一

弗
均
一
と
あ
る
の
で
一
層
の
人
気
を
呼
び
大
入
り
札
止
め
の

盛
況
で
あ
っ
た
。
菅
原
手
習
ひ
鑑
の
車
曳
き
で
は
右
田
次
の
梅

王
が
最
も
光
り
絵
に
あ
る
様
な
大
時
代
の
見
得
に
拍
手
急
霰

の
如
し
だ
、
先
年
来
た
時
よ
り
肥
満
し
て
居
る
の
で
斯
ふ
し
た

荒
事
に
も
向
き
台
詞
と
も
に
上
々
珊
京
の
時
平
、
梅
王
と
芦
若

の
松
王
を
前
に
し
て
引
け
目
を
見
せ
ず
立
派
な
時
平
公
、
源
蔵

住
家
の
場
で
は
玉
六
の
源
蔵
悪
か
ろ
ふ
筈
は
な
く
、
時
侍
呂
の

と
な
み
良
く
し
て
ゐ
た
が
顔
の
粧
り
に
念
を
入
れ
て
欲
し
か

っ
た
。
市
雀
の
千
代
い
い
出
来
だ
只
惜
し
む
ら
く
は
歎
き
の
あ

た
り
余
り
に
震
ひ
過
ぎ
る
こ
と
だ
。
さ
ん
京
の
玄
番
も
上
々
こ

の
人
何
で
も
こ
な
せ
る
。
芦
若
の
松
王
丸
ち
み
な
演
出
だ
、
芝

居
を
し
過
ぎ
ぬ
所
が
気
に
入
っ
た
、
地
味
で
い
、
と
玄
人
筋
の

評
だ
っ
た
か
ホ
ノ
ル
ル
を
踏
み
出
し
た
ら
其
の
地
味
に
手
加

減
が
要
ら
ふ
。
但
し
ホ
ノ
ル
ル
で
は
目
を
む
か
ず
あ
の
地
味
で

と
し
、
役
者
一
人
ひ
と
り
の
演
技
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

20 



行
っ
て
貰
ひ
た
い
／
鳥
辺
山
は
右
田
次
の
半
九
郎
と
桂
之
助

の
お
染
総
じ
て
よ
か
っ
た
。
半
九
郎
は
延
十
郎
よ
り
も
右
田
次

マ
マ

を
取
る
然
し
お
染
は
延
美
子
の
方
が
も
っ
と
色
が
出
て
ゐ
た

様
だ
。
尤
も
女
と
云
ふ
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
。
ち
ゃ
や
ば

の
色
模
様
か
ら
父
の
手
紙
を
見
て
半
九
郎
の
驚
愕
の
あ
た
り

い
、
場
面
だ
桂
之
助
の
お
染
は
綺
麗
だ
そ
し
て
半
九
郎
よ
り

外
に
異
性
を
知
ら
ぬ
初
々
し
さ
の
気
持
を
よ
く
出
し
て
ゐ
た
。

両
人
の
花
道
の
引
つ
込
み
素
敵
。
み
の
る
の
女
形
は
良
い
け
れ

ど
も
声
に
一
段
研
究
が
い
る
無
理
な
注
文
か
も
知
れ
ぬ
が
。
中

王
の
源
三
郎
一
徹
者
の
若
ざ
む
ら
い
ら
し
く
て
よ
か
っ
た
、
玉

六
第
二
世
自
重
し
て
修
業
す
る
こ
と
だ

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
＿
）
三
月
二
四
日
『
布
睦
報
知
」
五
面
）

右
の
記
事
で
は
、
芦
若
の
芸
風
が
「
地
味
」
で
あ
り
、
そ
れ
が

玄
人
好
み
で
良
い
と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
通
用
す
る

の
は
ホ
ノ
ル
ル
だ
け
で
、
ハ
ワ
イ
の
他
の
地
域
で
は
「
手
加
減
」

が
必
要
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ワ
イ
に

お
い
て
「
ホ
ノ
ル
ル
11
都
会
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
観
客

の
存
在
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
評
者
は
、
右
田
次
・
芦
若
・
市
雀
に
ば
か
り
寄
る
こ
と
な

く
、
川
棚
役
者
に
も
目
配
り
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
中
村
珊
京
は
、

戦
後
の
若
嶋
座
を
最
後
ま
で
守
っ
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
の
ハ
ワ

イ
興
行
で
は
客
分
の
右
田
次
・
芦
若
に
引
け
を
取
ら
な
い
好
演
を

広
い
芸
域
で
見
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
女
形
の
桂
之
助
は
、
別

の
一
座
の
「
歌
舞
伎
女
優
」
と
比
較
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
美
し
さ
と
初
々

し
さ
を
醸
し
出
す
演
技
を
称
賛
さ
れ
た
。
化
粧
や
発
声
に
難
が
指

摘
さ
れ
た
役
者
も
い
る
が
、
若
嶋
座
の
役
者
は
座
頭
の
玉
六
か
ら

若
手
の
中
王
に
至
る
ま
で
、
総
じ
て
好
意
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
役
者
と
の
芸
質
の
差
は
、
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
若
嶋
座
を
「
関
西
（
上
方
）
歌
舞
伎
一
座
」
で
あ
る
と
思

い
込
む
人
も
あ
っ
た
。

「
電
車
日
誌
」

ホ
ノ
ル
ル
で
は
中
村
玉
六
一
座
と
名
乗
る
関
西
歌
舞
伎
が
上

等
の
成
績
で
実
川
芦
若
、
市
川
右
田
次
特
別
加
盟
と
か
で
忠
臣

蔵
先
代
萩
を
出
し
て
侮
れ
な
い
人
気
が
あ
る
。
な
ん
で
も
大
き

い
声
を
出
す
役
者
が
持
て
る
の
だ

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
九
月
二
三
日
「
布
睦
報
知
」
九
面
）

昭
和
六
年
に
入
る
と
、
「
芦
若
右
田
次
一
座
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
時
折
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
歌
舞
伎
と
い
う
芸
能
の
性
質

上
、
座
頭
格
の
役
者
が
一
座
の
個
性
を
あ
る
程
度
規
定
す
る
と
い

う
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
若
嶋
座
の
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芸
風
が
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
芸
能
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
上

方
（
関
西
）
歌
舞
伎
の
一
座
と
も
思
わ
し
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
の
―
つ
の
証
左
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

巡
業
の
終
盤

こ
う
し
て
各
地
を
巡
業
す
る
う
ち
、
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
五

月
―
一
日
「
布
畦
報
知
』
（
三
面
）
に
て
、
若
嶋
座
の
帰
国
予
定
が

伝
え
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
二
月
ま
で
、
と
い
う
当
初
の
予
定
よ
り

も
相
当
延
長
し
た
こ
と
と
な
り
、
帰
郷
の
思
い
を
強
く
し
た
座
員

も
増
え
て
き
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

映
画
と
ほ
ぼ
同
じ
「
五
十
仙
」
と
い
う
手
軽
な
料
金
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
繰
り
広
げ
て
の
飽
き
さ
せ
な
い
興
行
で

一
定
の
成
功
を
収
め
て
い
た
若
嶋
座
は
、
終
盤
に
は
「
幕
無
し
」
「
両

面
劇
」
と
い
う
形
態
を
と
る
。
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
と
『
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
演
じ
る
方
は
ま
さ
し
く
大
車

輪
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

ママ

「
幕
な
し
の
大
歌
舞
伎
鏡
山
四
幕
と
忠
臣
蔵
八
幕
」

近
々
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
歌
舞
伎
若
島
座
一
行
の
お
名

残
興
行
は
来
た
る
十
四
日
か
ら
日
本
館
で
開
演
す
る
が
今
回

は
従
来
の
記
録
破
り
の
大
努
力
で
役
者
も
舞
台
方
も
競
争
で

五

日
本
舘
に
於
て
若
島
座
一
行
の
お
名

幕
無
し
力
演
を
す
る
筈
で
あ
る
。
十
四
日
の
初
日
は
鏡
山
四
幕

と
忠
臣
蔵
八
幕
、
都
合
十
二
幕
を
両
面
劇
の
形
式
で
一
晩
の
内

に
上
演
し
入
場
料
は
五
十
仙
均
一
と
云
ふ
大
勉
強
で
あ
る

（
昭
和
六
年
(
-
九
一
ニ
ー
）
五
月
―
一
日
「
布
畦
報
知
」
三
面
）

ま
た
、
そ
の
御
名
残
興
行
に
、
同
じ
く
来
布
し
て
い
た
「
銀
座

(11) 

レ
ビ
ュ
ー
団
」
の
指
導
者
で
も
あ
る
阪
東
三
平
・
三
壽
次
が
特
別

出
演
し
て
い
る
。
幕
間
で
の
手
踊
り
に
は
、
在
ハ
ワ
イ
の
芸
者
が

出
囃
子
を
務
め
、
文
字
通
り
花
を
添
え
た
。
こ
の
二
人
は
、
若
嶋

座
と
同
じ
昭
和
五
年
の
―
二
月
に
来
布
し
た
銀
座
レ
ビ
ュ
ー
団
の

舞
踊
主
任
で
、
夫
妻
と
も
に
阪
東
一
二
津
五
郎
（
八
世
）
の
弟
子
で
あ
っ

(12) 

た
と
い
う
。

「
幕
な
し
歌
舞
伎
芝
居

残
り
興
行
」

合
同
巡
業
で
お
馴
染
み
深
い
歌
舞
伎
若
島
座
一
行
は
近
々
帰

国
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
市
川
右
田
次
、
実
川
芦
若
合
同
の
上

に
舞
踊
の
師
匠
を
し
て
ゐ
る
阪
東
三
平
並
び
に
阪
東
三
壽
次

を
客
員
に
加
へ
愈
今
晩
か
ら
十
七
日
ま
で
四
日
間
ア
ア
ラ
街

日
本
館
に
於
て
御
名
残
り
興
行
を
開
演
す
る
。
入
場
料
は
五
十

仙
均
一
と
云
ふ
大
勉
強
で
、
役
者
は
早
栴
へ
舞
台
方
は
大
車
輪

で
役
者
と
競
争
し
て
忠
臣
蔵
と
鏡
山
の
二
つ
の
芸
題
を
一
幕
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替
は
り
に
幕
無
し
で
演
ず
る
さ
う
で
あ
る
。
特
別
出
演
の
嗣
剌

訃
は
忠
臣
蔵
の
薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
、
斧
定
九
郎
、
寺
岡
平

右
衛
門
の
三
役
を
演
じ
、
阪
東
三
壽
次
師
匠
は
得
意
の
舞
踊
を

見
せ
る
筈
で
あ
る

《
役
割
あ
り
》
（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
五
月
一
四
日
『
布
畦
報
知
j

三
面
）

こ
の
阪
東
三
壽
次
・
三
平
は
、
続
く
六
月
・
七
月
の
日
本
館
公

派
に
お
い
て
も
同
様
に
友
情
出
演
し
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
も
う
一
っ
、
若
嶋
座
が
ハ
ワ
イ
に
遺
し
た
も
の
に
注

目
し
た
い
。
「
ラ
ジ
オ
で
の
旧
劇
初
放
送
」
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と
に
、

昭
和
六
年
半
ば
以
前
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
。放

送
岡
部

昇

月
曜
日
午
後
八

マ
マ

「
日
本
語
放
送
会
で
旧
劇
『
寺
小
屋
』

時
半
か
ら
」

日
本
語
放
送
会
で
は
来
週
月
曜
日
午
後
八
時
半
か
ら
九
時
半

ま
で
の
放
送
に
、
布
畦
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
旧
劇
を

放
送
す
る
芸
題
は
＿
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
出
演
者
は
芦
若
、

右
田
次
の
一
座
、
全
島
ラ
ヂ
オ
、
フ
ァ
ン
の
聴
き
遁
せ
ぬ
所
だ
、

当
夜
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
如
し

一
、
話
方
「
花
咲
爺
」
マ
ノ
ア
平
和
学
園
一
年
生

二
、
同
「
乃
木
大
将
幼
年
時
代
」

マ
ノ
ア
平
和
学
園
六
年
生
黒
澤
キ
ヨ
ノ

三
、
芦
若
、
右
田
次
聯
合
若
嶋
座
歌
舞
伎
芝
居
「
菅
原
伝
授
手

習
鑑
」

松

王

丸

実

川

芦

若

梅

王

丸

市

川

右

田

次

桜

丸

市

川

市

雀

杉

王

丸

中

村

中

王

時

平

公

中

村

柵

京

義

太

夫

勢

見

太

夫

は

や

し

杵

屋

民

丸

四
、
レ
コ
ー
ド
パ
ラ
マ
楽
器
店
提
供

五
、
報
知
電
報
ニ
ュ
ー
ス

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
七
月
三
一
日
『
布
畦
報
知
』
三
面
）

ママ

「
「
寺
小
屋
」
放
送
の
出
演
者
』
《
写
真
あ
り
》

去
る
月
曜
日
夜
ケ
ー
、
エ
ム
、
ビ
ー
局
経
由
、
日
本
語
放
送
会

主
催
で
「
寺
小
屋
」
を
放
送
し
全
島
ラ
ヂ
オ
、
フ
ァ
ン
よ
り
割

る
>
が
如
き
賞
讃
を
博
し
た
右
田
次
、
芦
若
一
座
の
記
念
撮

影
、
後
列
右
よ
り
三
人
目
は
日
本
語
放
送
会
顧
問
栗
崎
市
樹
氏

（
ケ
ー
、
エ
ム
、
ビ
ー
局
放
送
室
で
田
端
写
真
館
撮
影
）

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
八
月
七
日
『
布
畦
報
知
」
六
面
）
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子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
次
に
配
置
さ
れ
て
い
る
あ
た
り

に
、
「
教
育
的
」
な
清
く
正
し
い
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
の
意
図
も

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
帰
国
間
際
の
八
月
に
は
、
新
派
の
久
松
秋
水
一
座
と
の

合
同
公
演
も
行
わ
れ
て
い
る
。
『
布
畦
報
知
』
に
は
紙
面
に
割
引
ク
ー

ポ
ン
付
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
売
上
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

「
今
晩
か
ら
新
旧
芝
居
日
本
館
で
開
演
す
る
」

ホ
ノ
ル
ル
に
於
け
る
唯
一
の
舞
台
師
金
森
事
、
春
廼
家
一
郎
君

は
澤
村
商
会
、
松
尾
精
一
、
木
村
興
行
部
、
辻
田
賢
造
、
田
野

中
俊
吉
氏
外
世
話
人
一
同
の
後
援
に
て
来
る
二
十
日
ジ
ャ
パ

ン
号
に
て
帰
国
す
る
歌
舞
伎
若
島
座
と
久
松
秋
水
一
座
の
新

派
劇
を
合
同
せ
し
め
本
十
七
日
の
晩
か
ら
日
本
館
に
於
て
新

旧
両
面
劇
を
幕
無
し
で
見
せ
る
事
に
な
っ
た
。
之
れ
は
春
廼

家
が
舞
台
師
満
二
十
五
年
記
念
の
た
め
の
大
芝
居
で
入
場
料

五
十
仙
、
二
人
つ
れ
七
十
五
仙
と
云
ふ
大
勉
強
で
あ
る
。
歌
舞

伎
の
方
は
今
晩
は
仙
台
萩
と
市
川
右
田
次
十
八
番
の
「
引
き

窓
」
を
出
す
さ
う
で
あ
る

▲
今
晩
の
芸
題

旧
劇
「
先
代
萩
」
全
通
し

同
「
引
き
窓
」

新
派
「
波
が
し
ら
」

「
日
本
館
の
二
日
目
芸
題
新
旧
聯
合
劇
」

今
晩
二
日
目
の
日
本
館
に
於
け
る
新
旧
両
面
劇
の
芸
題
は
左

の
如
く
で
あ
る

一
、
近
江
源
氏
先
陣
館

一
、
新
派
劇
「
勇
肌
」

一
、
両
面
劇
全
通
し

尚
此
の
芝
居
を
見
に
行
く
者
は
新
聞
の
中
に
挟
ん
で
あ
る

iUl

訃
を
持
参
す
れ
ば
一
人
五
十
仙
、
二
人
七
十
五
仙
で
入
場
が

出
来
る

「
二
人
で
七
十
五
仙
」
と
い
う
割
引
き
に
加
え
、
こ
の
よ
う
な
ク
ー

ポ
ン
で
も
集
客
を
懸
命
に
図
っ
て
い
た
。

八
月
二
十
日
以
降
の
『
布
畦
報
知
』
に
若
嶋
座
の
興
行
記
録
は

見
え
ず
、
予
定
通
り
帰
国
の
途
に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

補
遺
・
興
行
関
連

日
本
と
の
違
い
の
―
つ
が
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
「
日
曜
興
行
禁
止
」

で
あ
る
。
「
安
息
日
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
た
日
曜
に
お
け
る
演

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
八
月
一
八
日
『
布
畦
報
知
」
五
面
）

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
八
月
一
七
日
『
布
畦
報
知
』
三
面
）
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劇
興
行
だ
が
、
各
方
面
か
ら
の
要
望
の
た
め
に
実
施
が
許
可
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
若
嶋
座
巡
業
中
の
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
布
畦
報
知
』
の
コ
ラ
ム
「
傘
滴
」

に
、
そ
の
日
曜
興
行
許
可
の
話
題
が
上
っ
て
い
る
。

◇
県
会
に
上
程
さ
れ
て
ゐ
た
日
曜
典
行
許
可
案
が
通
過
し
て

知
事
の
署
名
を
経
て
日
曜
興
行
オ
ー
ラ
イ
と
云
ふ
事
に
な
っ

た
。
但
し
教
育
上
、
宗
教
上
の
為
め
に
な
る
演
劇
、
即
ち
風
教

の
害
に
な
ら
ぬ
教
育
的
の
演
劇
は
興
行
し
て
よ
ろ
し
い
と
云

ふ
条
件
が
付
い
て
居
る
《
中
略
》

◇
社
会
風
教
の
上
か
ら
見
る
と
日
本
人
の
芝
居
は
新
口
も
歌

舞
伎
も
剣
劇
も
勧
善
懲
悪
な
ら
ざ
る
は
殆
ど
無
し
だ
か
ら
理

想
的
の
典
行
物
と
云
ふ
理
屈
に
な
る
。
然
し
従
来
は
活
動
写
真

は
オ
ー
ラ
イ
だ
か
芝
居
は
い
け
な
い
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
居

る
。
然
ら
ば
映
画
は
す
べ
て
日
曜
日
に
興
行
し
て
も
宗
教
的
で

あ
り
教
育
的
で
あ
る
か
ど
う
か
少
な
か
ら
ず
考
へ
さ
せ
ら
れ

る
《
以
下
略
》（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
三
月
二
九
日
「
布
睦
報
知
」
五
面
）

「
教
育
上
、
宗
教
上
の
為
め
に
な
る
演
劇
」
な
ら
許
可
さ
れ
る
と

い
う
条
件
付
き
と
の
こ
と
で
、
日
本
の
進
級
演
劇
い
ず
れ
も
そ
れ

に
叶
っ
て
い
る
と
胸
を
張
る
一
方
、
す
で
に
日
曜
興
行
が
認
め
ら

れ
て
い
た
活
動
写
真
に
対
し
て
、
「
宗
教
」
「
教
育
」
に
失
す
る
も

の
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
の
に
1

と
い
う
皮
肉
が
暗
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

歌
舞
伎
興
行
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば
風
俗
棄
乱
の
弊
害
を
警

戒
す
る
向
き
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
学
校
が
積
極
的
に
招

聘
し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
募
金
集
め
な
ど
に
お
い
て
は
、
や
は

り
集
客
力
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ハ
ワ
イ
巡
業
中
の
若
嶋

座
も
、
教
育
関
係
団
体
か
ら
何
度
か
招
き
を
受
け
て
い
る
。
一
部

を
紹
介
し
よ
う
。

「
若
島
座
を
聘
し
マ
校
の
校
庭
美
化
墓
金
募
集
興
行
父
兄
教

師
会
主
催
で
三
十
日
と
三
十
一
日
の
両
夜
マ
校
講
堂
で
」

マ
キ
ン
レ
ー
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
於
て
は
、
校
庭
の
美
化
運
動

基
金
募
集
の
為
め
父
兄
教
師
口
か
主
催
と
な
り
、
目
下
パ
ラ
マ

ママ

天
幕
で
大
好
評
を
博
し
て
居
る
歌
舞
劇
若
島
座
一
行
を
招
き

来
る
三
十
日
と
三
十
一
日
の
両
夜
マ
キ
ン
レ
ー
講
堂
に
於
て

芝
居
興
行
を
行
ふ
事
に
な
っ
た
。
入
場
料
は
五
十
仙
均
一
で
両

夜
共
午
後
七
時
半
開
催
す
。
芸
題
は
、
初
夜
に
『
忠
臣
蔵
』
次

の
晩
に
は
『
曾
我
物
語
」
で
大
当
り
を
期
待
さ
れ
て
居
る
（
写

真
は
第
一
に
入
場
券
を
購
め
つ
、
あ
る
ジ
ャ
ッ
ド
知
事
）
《
写
真
あ
り
》

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
一
月
ニ
―
日
『
布
睦
報
知
」
六
面
）
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寺
社
関
係
で
の
奉
納
典
行
の
例
も
複
数
見
ら
れ
、
当
時
の
ハ
ワ

「
ワ
ヒ
ア
ワ
英
語
幼
稚
園
若
嶋
座
を
招
聘
演
芸
会
を
催
す
」

ワ
ヒ
ア
ワ
英
語
幼
稚
園
に
て
は
歌
舞
伎
若
島
座
を
招
聘
し
明

二
十
一
日
と
二
十
二

H
（
日
曜
）
の
両
夜
ワ
ヒ
ア
ワ
鳳
梨
座
に

於
て
基
金
募
集
演
芸
会
を
開
催
す
る
事
に
な
っ
た
。
初
日
芸
題

は
左
の
通
り
で
あ
る
が
二
日
目
は
観
客
希
望
の
芝
居
を
上
演

す
る
さ
う
で
あ
る

▲
初
日
芸
題

序
幕
式
―
―
一
番

前
狂
言
一
の
谷
厳
軍
紀

中
狂
言
阿
波
の
鳴
門
ど
ん
ど
ろ
大
師

切
狂
言
矢
口
の
渡
し
頓
兵
衛
住
家
の
段

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
二
月
二

0
日
I

布
睦
報
知
j

五
面
）

こ
の
よ
う
な
「
学
校
に
招
聘
」
と
い
う
実
績
を
得
た
ゆ
え
か
、
「
教

育
劇
」
と
の
旗
印
を
掲
げ
た
興
行
も
見
ら
れ
る
。

教
育
劇
と
銘
打
つ
て
馬
ま
で
新
調
し
て
開
演
し
た

H
本
館
の

合
同
歌
舞
伎
は
塩
原
多
助
の
続
き
を
今
晩
も
上
演
す
る
（
五
十

仙
均
一
生
）

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
六
月
三

0
日
『
布
睦
報
知
』
四
面

「
カ
バ
チ
」

イ
で
は
社
会
的
に
も
評
価
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

個
人
の
結
婚
式
の
記
念
行
事
と
し
て
、
劇
場
と
一
座
を
買
い
切
っ

て
の
特
別
典
行
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
成
功
者
の
羽
振
り

の
良
さ
が
垣
間
見
え
る
事
例
で
あ
る
。

「
ワ
ヒ
ア
ワ
で
歌
舞
伎
開
演
」

ワ
ヒ
ア
ワ
の
本
田
商
店
主
本
田
栄
蔵
氏
は
結
婚
満
二
十
五
周

年
に
達
す
る
の
で
銀
婚
式
祝
賀
の
た
め
十
九
日
と
二
十
日
の

両
夜
ワ
ヒ
ア
ワ
鳳
梨
座
に
て
合
同
歌
舞
伎
若
島
座
一
行
を
開

演
す
る
。
初
日
は
大
阪
陣
難
波
戦
記
と
切
狂
言
五
條
の
橋
を
上

演
す
る
さ
う
で
あ
る

（
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
六
月
一
八
日
『
布
睦
報
知
j

二
面
）

ま
た
、
興
行
師
の
「
開
業
何
周
年
」
の
記
念
興
行
に
若
嶋
座
が

出
演
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
ワ
イ
ア
ラ
エ

今
晩
の
芝
居
若
嶋
座
出
演
」

ワ
イ
ア
ラ
エ
中
野
実
氏
主
催
の
請
負
開
業
十
周
年
記
針
面
溢
舛

1
1は
今
明
両
夜
ワ
イ
ア
ラ
エ
ニ
葉
亭
横
の
大
天
幕
に
て

開
涼
さ
れ
る
。
《
略
芸
題
》
尚
既
報
の
通
り
場
内
の
佐
敷
取
り

は
公
平
を
保
っ
た
め
本
日
午
後
五
時
ま
で
に
来
た
人
が
抽
鍛

す
る
事
に
な
っ
て
居
る
。

26 



以
上
、
昭
和
五
年
八
月
か
ら
昭
和
六
年
八
月
ま
で
の
「
布
畦
報
知
』

の
記
事
を
中
心
に
、
川
棚
芝
居
若
嶋
座
の
ハ
ワ
イ
興
行
の
記
録
を

辿
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
若
嶋
座
一
行
の
ハ
ワ
イ
滞
在
は
、
次

の
期
間
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

•
昭
和
五
年
(
-
九
―
―
1
0
)八
月
二
九
日

•
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
八
月
二0
日

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
移
民
の
日
系
人
に
若
嶋
座
の
芸

が
、
ひ
い
て
は
「
歌
舞
伎
」
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て

き
た
の
か
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
言
葉
で
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

広
告
等
に
散
見
す
る
「
大
歌
舞
伎
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
「
日

本
国
内
な
ら
そ
う
い
う
看
板
で
は
な
い
の
に
」
と
、
批
判
的
に
み

ら
れ
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
義
太
夫
狂
言
を
初

め
と
す
る
数
々
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
ち
、
熱
演
で
も
っ
て
ひ
と

結
び

日
本
出
発

ハ
ワ
イ
出
発

こ
の
よ
う
な
様
々
な
形
で
、
若
嶋
座
の
舞
台
は
ハ
ワ
イ
の
人
々

に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
二
月
二
日
「
布
哩
報
知
」
六
面
）

つ
ひ
と
つ
の
舞
台
を
勤
め
た
こ
と
、
そ
れ
が
人
々
の
喝
釆
を
浴
ぴ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
初
の
「
歌
舞
伎
の
ラ
ジ

オ
吹
き
込
み
」
が
果
た
さ
れ
た
の
も
、
若
嶋
座
の
活
躍
あ
れ
ば
こ

そ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
地
方
の
歌
舞
伎
と
い
う
枠
を
超

え
た
、
そ
れ
が
川
棚
芝
居
「
若
嶋
座
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
昭
和
五
ー
六
年
ハ
ワ
イ
巡
業
後
の
川
棚
芝
居
「
若
嶋
座
」

に
つ
い
て
、
地
元
の
出
版
物
か
ら
関
連
記
事
を
紹
介
し
て
お
く
。

昭
和
二
六
年
(
-
九
五
一
）
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
下
関
郷
土
史
誌

「
ふ
く
笛
』
第
三
号
に
は
、
佐
藤
治
が
川
棚
役
者
た
ち
へ
の
聞
き
取

り
を
通
じ
て
ま
と
め
た
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

大
正
期
に
於
け
る
川
棚
芝
居
の
大
黒
柱
の
一
人
で
あ
っ
た
中

村
喜
雁
（
本
名
福
富
市
郎
）
は
今
か
ら
二
十
八
年
前
病
気
療
養
の

名
に
よ
っ
て
湯
田
に
去
り
、
昭
和
期
に
は
い
つ
て
か
ら
は
主

に
二
代
目
中
村
玉
六
（
昭
和
七
年
三
月
引
退
）
、
中
村
珊
京
、
中

村
時
松
郎
、
市
川
太
老
、
阪
東
調
之
助
、
＿
―
-
代
目
中
村
玉
六
、

二
代
目
松
本
い
て
う
な
ど
が
僅
か
に
こ
れ
を
支
え
て
行
っ
た
。

／
し
か
し
川
棚
芝
居
の
全
盛
は
何
と
い
っ
て
も
明
治
期
で
あ

つ
て
、
大
正
か
ら
昭
和
に
移
つ
て
か
ら
は
段
々
そ
の
人
気
も
下

り
坂
と
な
り
、
座
の
経
営
も
決
し
て
豊
か
だ
と
は
い
え
な
か
つ
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（
昭
和
二
六
年
(
-
九
五
一
）
四
月
五
日
『
ふ
く
笛
j

―
五
頁
）

た
。
勿
論
そ
の
間
昭
和
五
年
一
年
間
の
予
定
で
ハ
ワ
イ
に
ま
で

遠
征
し
た
こ
と
は
地
方
劇
団
と
し
て
は
珍
し
い
壮
挙
で
、
そ
う

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
後
暫
く
は
川
棚
芝
居
も
興
隆
の
一
途
を

た
ど
る
や
に
見
え
た
が
、
そ
の
後
は
兎
角
沈
滞
状
態
が
続
き
、

そ
の
上
座
の
花
形
女
形
で
あ
っ
た
二
代
目
松
本
い
て
う
が
行

橋
の
劇
場
で
倒
れ
て
か
ら
は
（
昭
和
十
二
年
）
益
々
座
の
魅
力

も
う
す
れ
、
遂
に
昭
和
十
三
年
一
応
こ
れ
を
解
散
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
見
て
き
た
『
布
畦
報
知
』
で
は
、
時
に
は
写
真
入
り
で

華
々
し
い
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
若
嶋
座
だ
が
、
そ
の
後
わ
ず
か
七

年
ほ
ど
で
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
の
が
地
元
で
の
実
情

で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
解
散
当
時
の
座
員
は

二
0
人
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
他
界
や
移
動
の
た
め
に
減
少

し
、
昭
和
二
六
年
時
点
で
は
役
者
六
人
、
囃
子
方
二
人
、
太
夫
方

三
人
を
数
え
る
の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
「
頼
ま
れ
る
ま
A

に

或
る
時
は
地
方
芝
居
に
雇
わ
れ
て
脚
光
を
浴
ぴ
、
又
或
る
時
は
そ

の
振
付
け
指
導
を
引
受
け
た
り
し
て
僅
か
に
往
年
を
偲
ん
で
い
た
」

（
前
掲
「
ふ
く
笛
」
）
と
い
う
。
ま
た
一
部
の
好
事
家
や
団
体
の
勧
め
も

あ
っ
て
、
昭
和
二
三
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
、
長
府
公
会
堂
や

川
棚
小
学
校
な
ど
で
公
演
も
行
っ
て
い
る
。
中
村
珊
京
は
、
こ
の

二
六
年
当
時
に
七
四
歳
に
達
し
て
い
た
が
、
ま
だ
意
気
軒
昂
た
る

も
の
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
四
年
後
の
昭
和
三

0
年
(
-
九
五
五
）
、
朝
日
新
聞
下
関
支
局

長
で
あ
っ
た
原
田
磯
夫
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

明
治
、
大
正
の
こ
ろ
は
道
頓
堀
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
満

韓
巡
業
、
昭
和
五
年
に
は
ハ
ワ
イ
に
遠
征
し
て
一
年
間
興
行
と

つ
づ
け
た
ほ
ど
の
全
盛
期
を
誇
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
／
昭
和

、、、

十
二
年
ス
タ
ー
松
本
い
て
う
が
死
ん
で
か
ら
落
目
、
翌
年
解

散
、
帰
農
し
た
り
で
座
員
バ
ラ
バ
ラ
、
発
生
の
地
高
砂
部
落
に

帰
っ
た
も
の
は
七
、
八
人
。
と
き
ど
き
部
落
の
余
興
に
出
た
り

す
る
程
度
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
も
う
一
度
関
心
を
呼
び
も

ど
し
昨
年
は

U
G
か
ら
「
お
染
久
松
野
崎
村
の
段
」
を
マ

イ
ク
に
載
せ
た
が
、
座
頭
中
村
珊
京
（
本
名
吉
岡
奥
太
郎
氏
）
も

七
十
四
歳
本
年
四
月
に
小
串
町
小
串
座
で
珊
京
引
退
興
行
と

相
成
っ
た
始
末
。
＃
丑
派
な
郷
土
芸
術
で
す
よ
。
復
活
さ
せ
た

い
も
の
で
す
ク
と
佐
藤
さ
ん
。
村
役
場
で
も
よ
り
よ
り
何
と
か

し
て
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
話
は
出
る
が
具
体
的
な
対
策
ま

で
は
ま
と
ま
つ
て
お
ら
ぬ
よ
う
だ
。

（
原
田
磯
夫
「
馬
関
太
平
記
j

昭
和
三
0
年
(
-
九
五
五
）
朝
日
新
聞
下

関
支
局
刊
八
九
ー
九
0
頁）
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川
棚
芝
居
「
若
嶋
座
」
は
、
一
旦
は
幕
を
下
ろ
し
た
。
だ
が
、

そ
の
活
動
の
足
跡
や
一
座
の
資
料
は
、
い
ま
近
代
演
刷
史
の
研
究

に
と
っ
て
新
た
な
灯
火
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
、
若
嶋
座
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別

の
機
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
原
田
磯
夫
『
馬
関
太
平
記
j

昭和――

1
0
年
(
-
九
五
五
）
朝
日
新
聞
下
関

支
局
刊
八
九
ー
九
0
頁。

(2)
土
井
彊
太
郎
「
山
口
県
大
島
郡
ハ
ワ
イ
移
民
史
』
「
ま
え
が
き
」
よ
り
（
昭

和
五
五
年
(
-
九
八
0
)
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
頁
）
。
土
井
は
、
山
口
県
大
島

郡
よ
り
多
く
の
移
民
が
生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
「
狭
い
耕
地
に
過
剰

人
口
を
抱
え
、
し
か
も
度
々
の
凶
作
に
見
舞
わ
れ
る
逼
迫
し
た
生
活
環

境
の
下
で
、
万
里
の
波
濤
を
乗
越
え
敢
然
と
海
外
に
進
出
す
る
気
骨
が

培
養
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
「
ま
え
が
き
」
一
頁
）
と
し
、
明
治
一
四

年
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
的
な
不
景
気
と
一
六
年
の
干
ば
つ
、
一
七
年
の

風
水
害
に
よ
っ
て
村
民
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
際
に
、
ち
ょ
う
ど

ハ
ワ
イ
移
民
政
策
が
持
ち
上
が
っ
た
た
め
と
述
べ
て
い
る
。

(3)
こ
の
他
に
も
中
山
延
見
子
・
嵐
三
五
郎
の
歌
舞
伎
一
座
、
中
村
高
三
郎
・

片
岡
松
右
エ
門
の
歌
舞
伎
一
座
、
近
江
二
郎
一
座
の
剣
劇
、
澤
田
義
雄

一
座
の
剣
劇
、
新
派
新
聾
劇
団
、
浪
曲
の
京
山
華
千
代
、
阪
東
三
平
・

―
―
一
壽
次
の
銀
座
レ
ビ
ュ
ー
団
、
沖
縄
演
劇
な
ど
が
ハ
ワ
イ
に
来
て
い
る
。

注

(
4
)
『
川
棚
芝
居
覚
帳
』
に
は
、
昭
和
初
期
の
陣
容
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

「
一
、
こ
、
に
便
宜
上
現
在
の
若
島
座
に
於
け
る
重
な
る
俳
優
と
重
な
る

義
太
夫
下
座
を
列
記
し
や
う
。

俳
優
中
村
喜
雁
、
中
村
珊
京
、
中
村
時
待
呂
、
市
川
太
老
、
中

村
玉
六
、
松
本
い
て
う
、
中
村
林
司
、
阪
東
与
三
郎
、
市

川
中
千
代

義
太
夫
竹
本
品
門
太
夫
、
豊
沢
団
丸

下
座
杵
屋
治
郎
、
杵
屋
梅
子
、
杵
屋
喜
和
子

外
鳴
物
、
床
山
等
」

な
お
、
「
中
村
珊
京
」
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
中
村
珊
瑚
郎
と
の
関
わ
り

も
鑑
み
、
「
珊
」
が
正
し
い
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
「
布
唾
報
知
」
に

お
け
る
「
柵
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
「
マ
マ
」
と
の
注

意
書
き
を
逐
一
施
す
こ
と
は
し
な
い
。

(5)
請
元
の
氏
名
や
顔
つ
な
ぎ
の
様
子
ま
で
が
現
地
で
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て

い
る
。

「
歌
舞
伎
芝
居
若
嶋
座
一
行
昨
夜
望
月
に
て
顔
つ
な
ぎ

辻
田
賢
三
、
栗
崎
ド
ク
ト
ル
、
金
森
政
義
三
氏
の
招
聘
で
去
る
三
日
浅

間
丸
に
て
来
布
し
た
る
新
渡
来
歌
舞
伎
若
島
玉
六
一
座
の
顔
つ
な
ぎ
は

昨
夜
望
月
に
て
催
さ
れ
た
。
関
係
者
及
び
新
聞
記
者
も
招
待
さ
れ
た
が

辻
田
氏
の
希
望
で
挨
拶
抜
き
で
晩
餐
に
移
り
本
社
の
後
藤
氏
が
請
元
万

歳
、
日
布
の
山
本
氏
の
若
島
座
万
歳
、
主
人
側
に
代
つ
て
原
氏
の
来
賓

万
歳
あ
り
、
そ
れ
か
ら
芸
者
及
ぴ
少
女
の
手
踊
り
を
皮
切
り
に
役
者
連

が
交
る
人
＼
達
者
な
踊
り
を
見
せ
た
。
一
座
は
澤
村
徳
八
が
連
れ
て
来

た
少
女
子
役
の
外
は
全
部
男
優
で
あ
る
所
に
歌
舞
伎
と
し
て
の
興
味
を
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惹
く
、
来
る
十
日
（
金
曜
）
か
ら
オ
ア
フ
劇
場
で
開
演
、
毎
夜
六
時
半

に
始
め
て
早
く
打
出
す
筈
で
、
衣
裳
か
つ
ら
全
部
新
調
に
加
へ
て
舞
台

も
特
別
大
掛
り
に
栴
へ
る
さ
う
だ
か
ら
必
ず
人
気
を
独
占
す
る
で
あ
ら

ふ
。
」
（
昭
和
五
年
(
-
九
ー
―
10)

1
0
月
七
日
「
布
哩
報
知
j

四面）

(
6
)
昭
和
五
年
(
-
九
ー
―
10)
I
 

0
月
―
一
日
「
関
門
日
日
新
聞
』
夕
刊
「
演
芸
界
」

の
記
事
に
よ
れ
ば
、
山
口
市
の
山
口
座
に
お
い
て
「
十
一
日
よ
り
四
日

間
大
阪
大
歌
舞
伎
中
村
喜
雁
一
行
開
演
」
と
あ
り
、
川
棚
で
は
な
く
大

阪
の
役
者
と
い
う
位
置
づ
け
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
同
じ

く
「
関
門
日
日
新
聞
j

昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
二
月
一
日
夕
刊
「
演
芸
界
」

で
は
、
下
関
市
の
大
山
劇
場
で
「
片
岡
九
蔵
中
村
喜
贋
一
行
の
大
合

同
歌
舞
伎
」
が
紹
介
さ
れ
「
一
行
独
特
の
「
玉
藻
前
金
毛
九
尾
狐
の
由
来
」

天
竺
の
巻
、
支
那
の
巻
、
日
本
の
巻
全
通
し
中
村
喜
雁
ロ
一
人
七
役

早
変
り
の
由
」
と
あ
る
。
こ
の
「
玉
藻
前
j

は
、
川
棚
芝
居
の
十
八
番

の
ー
つ
で
あ
る
。

(
7
)
当
時
の
若
嶋
座
で
幹
部
ク
ラ
ス
と
目
さ
れ
て
い
た
。
病
気
の
た
め
巡
業

に
は
遅
れ
て
参
加
し
て
い
る
。

「
日
本
館
で
近
々
開
演
若
島
座
へ
新
手
加
入
中
村
時
一
＿
一
郎
が
二
十
四

日
秩
父
丸
で
来
布
す

歌
舞
伎
若
島
座
が
来
布
し
た
当
時
病
気
の
た
め
居
残
っ
た
一
座
の
幹
部

俳
優
中
村
時
一
＿
一
郎
は
来
た
る
二
十
四
日
入
港
の
秩
父
丸
に
て
来
布
す
る

こ
と
に
確
定
し
た
の
で
同
優
を
加
へ
て
来
た
る
二
十
七
日
（
月
曜
）
か
ら

向
ふ
六
日
間
ア
、
ラ
街
日
本
館
に
於
て
再
び
開
演
と
決
定
し
た
／
入
場

料
は
観
客
一
般
の
希
望
も
あ
り
、
リ
ザ
ー
プ
席
な
し
で
一
弗
均
一
の
入

り
こ
み
と
子
供
二
十
五
仙
と
き
ま
っ
た
。
重
要
な
幹
部
俳
優
が
一
枚
加

は
る
の
で
一
層
見
ご
た
へ
の
あ
る
芝
居
と
な
る
で
あ
ろ
ふ
、
且
つ
一
弗

均
一
の
入
場
料
は
一
般
に
気
受
け
が
よ
い
《
以
下
芸
題
・
役
割
》

（
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)

1
0
月
一
九
日
「
布
睦
報
知
j

五面）

(8)
「
布
哩
報
知
』
昭
和
二
年
(
-
九
二
七
）
九
月
一

0
日
四
面
に
は
、
紙
面

の
三
分
の
二
を
占
め
る
広
告
が
打
た
れ
、
総
勢
一
五
名
の
う
ち
「
座
長

市
川
右
田
次
」
を
初
め
と
す
る
一
―
名
の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
一
部
欠
損
あ
り
）
。
女
優
と
し
て
は
「
中
村
志
津
子
」
「
成
駒
家
春
吉
」
、

子
役
で
あ
ろ
う
少
女
「
中
村
房
子
」
の
名
が
見
え
る
。
そ
の
他
、
「
澤
村

宗
七
郎
」
「
山
村
内
近
」
「
尾
上
多
三
郎
」
「
片
岡
嶋
右
衛
門
」
「
豊
竹
《
欠

損
》
」
「
澤
村
徳
昇
」
、
そ
し
て
幼
い
「
市
川
ぽ
た
ん
」
（
同
年
八
月
七
日
四
面

で
は
「
子
役
山
村
二
郎
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
が
名
る
J

連
ね
て
い
る
。
入
場

料
は
、
税
込
で
「
特
等
一
＿
一
弗
／
一
等
二
弗
二
十
仙
／
二
等
一
弗

六
十
五
仙
／
三
等
一
弗
十
仙
」
と
あ
り
、
日
本
館
で
の
幕
開
け
で
あ
っ

た
。
な
お
、
同
広
告
に
は
興
行
会
社
の
口
上
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
今
般
マ
ニ
ラ
興
行
会
社
と
西
村
興
行
部
と
合
併
致
し
大
和
興
行
会
社
と

改
称
し
是
れ
が
披
露
の
為
め
予
て
交
渉
中
の
日
本
歌
舞
伎
界
に
於
て
名

声
噴
々
た
る
／
大
阪
名
優
…
…
／
市
川
右
田
次
一
座
を
／
招
聘
し
愈
々

来
る
九
月
十
五
日
よ
り
／
日
本
館
に
於
て
開
演
可
致
候
就
て
芸
題
の
選

掃
は
も
ち
ろ
ん
座
員
一
同
大
車
輪
に
て
相
勤
め
候
間
何
卒
賑
々
し
く
御

来
観
の
栄
を
賜
り
度
奉
願
上
候
敬
白
／
主
催
大
和
興
行
会
社
吉

永
喜
平
西
村
長
こ

(9)
「
若
嶋
座
開
演
―
一
十
四
日
か
ら

マ
ウ
イ

布
畦
及
び
馬
畦
両
島
巡
業
中
で
あ
っ
た
歌
舞
伎
若
島
座
一
行
は
今
朝
の

便
で
帰
府
し
た
が
来
る
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
三
日
間
日
本
館

に
於
て
歳
末
興
行
を
開
演
す
る
」

（
昭
和
五
年
(

l

九
三
0
）
一
l

-

月
二
二
日
『
布
畦
報
知
」
二
面
）
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(10)
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
時
点
の
「
布
畦
日
本
人
人
名
住
所
録
」
を
も

と
に
し
た
飯
田
耕
二
郎
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
移
民
者
の
主
な
出
身
地

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
「
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
歴
史
地
理
」
ナ
カ
ニ
シ
ャ
出
版
、

二
0
0
三
年
、
三
五
頁
）
。
な
お
、
下
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
移
民
者
全
体

（
三
五
、
八
二
五
人
）
中
の
割
合
を
示
す
。

第
一
位
広
島
県
（
九
、
三
八
四
人
）
二
六
・
ニ
％

第
二
位
山
口
県
（
七
、
四
八
一
人
）
二

0
・
九
％

第
三
位
熊
本
県
（
五
、
七
六
一
二
人
）
一
六
・
一
％

第
四
位
沖
縄
県
（
四
、
四
六
八
人
）
ー
ニ
・
五
％

第
五
位
福
岡
県
（
二
、
一
六
0
人

）

六

・
O
％

広
島
・
山
口
の
二
県
で
、
全
体
の
約
四
七
％
を
占
め
て
い
る
。

(11)
阪
東
三
壽
次
は
、
昭
和
六
年
三
月
二
二
日
よ
り
「
布
睦
報
知
』
で
コ
ラ

ム
の
連
載
も
手
掛
け
て
い
る
。

(12)
「
レ
ビ
ュ
ー
団
阪
東
三
平
来
社
」
（
「
布
畦
報
知
」
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)

―
二
月
一

0
日
四
面
）
に
よ
る
。

付
已r-l―ーロ本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
山
口

県
立
図
書
館
、
下
関
市
立
中
央
図
書
館
、
下
関
市
立
長
府
図
書
館
、
烏
山
民
俗

資
料
館
、
山
口
市
立
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

佐
藤
順
氏
に
は
御
尊
父
佐
藤
治
氏
の
業
績
を
御
教
示
賜
り
ま
し
た
。
世
良

利
和
氏
、
小
川
國
治
氏
に
は
、
史
料
に
関
す
る
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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図l 「布畦報知』昭和5年 (1930)10月9日 (2面）
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【図版はインターネット非公開】



図2 『布畦報知』昭和 5年 (1930)10月26日 (5面）
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【図版はインターネット非公開】



図3 「布畦報知j昭和6年 (1931)3月22日
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(5面）

【図版はインターネット非公開】




